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≪編集後記≫
本号には、本誌としては異色の砂防工学、森林

利用学という異分野の報告が掲載されている。本
誌は学会誌ではないので、特定の研究分野に限っ
ているわけではなく、「異」分野と言うのは語弊
があるかもしれないが、森林、林業、木材、山村
を対象とした社会科学、人文科学からのアプロー
チの論文・報告が主体であり、自然科学系の成果
が載ることは非常にまれである。今回その異例の
企画が実現したのは、林業経済学会が主催し、砂
防学会、森林利用学会が共催した合同シンポジウ
ムの記録を掲載させていただいたからである。林
業経済学会は、これまでにも森林利用学会、それ
と森林計画学会との 3 学会共同の企画は行った
経験があるが、砂防学会とのコラボは私見では初
めての試みではないかと思う。各地での自然災害
の多発化、激甚化を踏まえ、森林管理、林業施業に
おける対応を学際的に議論する試みは重要で、分
野の枠を超えた議論が拡がることを期待したい。

さて、学際的と言えば、つい最近、日本村落研
究学会が企画・編集する『年報　村落社会研究』
の最新 60 号（農山漁村文化協会発刊）が出版さ
れたが、恒例の隣接他分野の「研究動向」記事に
おいて、久しぶりに「林業および林業経済・経営
の研究動向」（林田朋幸氏執筆）が掲載されてい

る。前回、この分野の研究動向が掲載されたのは
2016 年 11 月発行の年報 52 号（三木敦朗氏執筆）
だったから 8 年ぶりとなる。動向では 2016 年か
ら 23 年までの研究成果が、林業と政策の動向、
総論、林業構造、森林ガバナンス・森林レクリ
エーション、林業・山村史、海外林業のカテゴ
リー別に簡潔にまとめられている。本誌掲載の論
文、シンポジウム要旨、書評なども多数紹介され
ている。読ませていただいて改めて感じたのは、
この 8 年の間にこの分野に関連することに限っ
ても実に様々な事象が起こり、また林業経済学・
森林政策学に限らず、多様な研究分野の研究者等
が、森林・林業・山村に興味を持ち分析を行って
きたことである。なお、併載されている史学・経
済史学、社会学・農村社会学の「研究動向」中に
も、この分野関連の研究成果が取り上げられてい
ることも言い添えておきたい。

最後に、今回の「学際」というテーマに関係して、
改めて本誌の宣伝をしておけば、表紙の右下にあ
る英語の単語が並んだ格子にあるように、本誌は、
森林、林業、山村、環境、木材を対象に、経済学、
政治学、社会学、民俗学、民族学の視点からの分
析の成果を世界に広めることを目的としている。
本年もご支援いただき感謝いたします。� （土屋）
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11 月 16 日　�コンプライアンス教育のための会合
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